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巻　　頭　　言

九州地区大学体育連合会長　杉　山　佳　生

1999年に，ヨーロッパスポーツ心理学会（FEPSAC）のプロジェクトとして，「Psychology for 

Physical Educators」という書籍が刊行されました（「体育教師のための心理学」として，翻訳出版され
ています）。その章立ては，「身体活動・運動・健康の心理」「体育の心理的成果」「運動スキル獲得と
運動能力」「体育の社会心理」「体育教師の心理」と，いたって一般的なものでした。その後，2007年に，
第２版が刊行されるのですが，目次構成が，「生涯の健康の増進」「生活に役立つ社会的スキルの促進」

「自己概念と認知的スキルの促進」「生活に役立つ運動スキルの促進」と大幅に変更され，スキル，特に，
心理社会的スキル（psychosocial skills）に関わる内容が中心部分を占めることになりました。このこ
とからも窺い知れますが，体育において心理社会的スキルの教育・学習を重要視するという流れは世
界的なものであり，日本の大学体育でもこの種のスキルが注目されたのは，必然的であったというこ
とができます。

ところで，このような心理社会的スキルが体育教育の場で扱われるようになったのは，「スポーツを
することで，心理社会的スキル（例えば，コミュニケーションスキルやストレス対処スキル）が身に
つくから」という理由からだけではありません（ただし，この表現は正確ではありません。「単にスポー
ツをするだけで心理社会的スキルが身につく訳ではなく，適切な教育やトレーニングが必要である」
という考え方が，当該学術領域での基本的認識です）。そこには，他に，二つの重要な理由が存在して
います。

一つは，「心理社会的スキルは，健康の維持・増進に資するスキルである」ということです。WHOは，
日常生活での問題に対処するために必要な心理社会的能力を「ライフスキル」と名づけているのです
が，それには，「意志決定スキル」「コミュニケーションスキル」「自己意識スキル」「ストレス対処ス
キル」などが含まれており，心理社会的スキルそのものです。つまり，ライフスキルという心理社会
的スキルは，心身の健康維持・増進のために習得することが期待されているスキルであり，その意味
で，体育（健康教育）で扱うべき事項といえるものなのです。

もう一つは，「心理社会的スキルは，運動スキルのアナロジーとして捉えられる」という点です。社
会的スキルの概念を提唱したといわれている Michael Argyle は，「社会的スキルは，運動スキルと同様
のプロセスで習得される」と論じ，現在でも，この考え方は継承されています。すなわち，運動スキ
ル指導の専門家である体育・スポーツ教員が，心理社会的スキル教育を行うのにふさわしい知識・理
解・能力（の基礎）を有していると考えることは，決して無理なことではないのです。

こういった経緯で，体育という場での心理社会的スキル教育が広まってきたのです。とはいえ，体
育において，運動スキル教育をないがしろにしてよいというものでもありません。「大学という高等教
育において，運動（スポーツ）スキルを学修することに，意味や意義はあるのか」という批判を時々
耳にします。これに対しては，「運動スキルを修得するプロセスを，体験を通して理解する，そして，
それは，心理社会的スキルの学修に適用（応用）できる」と答えることができます。このように，大
学体育は，スキル（運動スキルおよび心理社会的スキル）の学修法を学修する「メタ学修」を行って
いるところに意義があるということを強調するのがよいかもしれません。
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